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湯涌公民館統合60周年記念
　湯涌公民館は昭和25年３月14日の条例施行により村役場に湯涌谷村公民館として設置されました。
　本来であれば創立から数え69年を迎えることになりますが、湯涌谷村と浅川村の金沢市編入後、昭和34年7月1日
の浅川村公民館の分館でありました東町会館との統合をもって現在の湯涌公民館となっております。
　従って、統合60周年として執り行う事とさせて頂きました。60周年の節目の事業として
１、�映画「おだやかな革命」の上映
２、�映画に登場する石徹白地区の視察研修
３、�「湯涌地区令和の街並み」動画による空撮記録
４、�60周年記念式典において福岡市の住宅都市局の中村様をお招きし「市街化調整区域の規制緩和について」と題し�
　��ご講演いただきました。

これらの事業はすべて湯涌地区の地域コミュニティーの存続と持続の可能性を考える機会とするものです。5年前に湯涌校下町会連
合会が主体となって発足した「花咲く湯涌ネットワークプロジェクト」の趣旨をサポートすべく実施させていただきました。
　湯涌地区の活性化や人口減対策、空き地空き家の調査など過去より永きにわたりに検討してまいりましたが最終的なハードルは、
湯涌地区のほとんどが「市街化調整区域」であることです。定住や移住を検討される方に対して空き地、空き家を簡単に売ることや貸
すことが出来ない地域であることが課題となっております。高度成長時代はこの線引きにより、乱開発や、不法な建物、不審な事業
者の防止に大きく役立ったのも事実ですが、今日の少子高齢化においては大きな足かせとなってしまいました。しかしながら今年度
「金沢市都市計画マスタープラン」に市街化調整区域の柔軟な対応が検討されることが盛り込まれました。この事実は画期的な事です。
諸先輩方を含め湯涌地区の住民が時間をかけてやってきたことが行政を動かしたといってもよいと思います。
　居住の場所だけではなく湯涌地区は県道沿いより枝葉が分かれ小さな集落が点在しており、高齢者や一人暮らしの家庭も多くなっ
てきておりますこの方々の交通の便や、医療や施設の事も検討しなければなりません。持続可能なコミュニティーとして存続するた
めには湯涌地区のコンパクトシティー化を検討すべき時ではないでしょうか？まだまだ時間はかかると思いますが、自分だけの人生
ではなく湯涌地区の将来を個人個人がどうあるべきかを考えることも大切な時期です。
現在では公民館の発足当時の目的は既に達成され熟された時代となりました。
　今後は公民館のあり方や、活動、計画、運営を再度精査し、地域の活性化と集いの場として役職員一同努力していく所存であります。
　公民館活動へのご協力とご理解をお願い申し上げご挨拶とさせていただきます。

令和元年 6月15日土〜 16日日公民館
60周年
記念事業

Story
原発事故後に福島県の酒蔵の当主が立ち上げた会津電力。放射能汚染によって居住制限区域となった飯館村で畜
産農家が立ち上げた飯館電力。岐阜県郡上市の石徹白、集落存続のために100世帯全戸が出資をした小水力発電。
さらに首都圏の消費者と地方の農家、食品加工業者が連携して進めている秋田県にかほ市の市民風車。自主自立を
目指し、森林資源を生かしたビジネスを立ち上げる岡山県西栗倉村の取り組み、都市生活者、地方への移住者、被災
者、それぞれのエネルギー自治を目指すことで、お金やモノだけでない、生きがい、喜びに満ちた暮らしの風景が生ま
れている。成長・拡大を求め続けてきた現代社会が見失った、これからの時代の「豊かさ」を静かに問いかける物語。

映画「おだやかな革命」を見て、この地区にとても興味がわきました。
公民館の視察に加えてもらい、とてもラッキーでした。人口減少の進む
自分の大好きな場所をこれからも残したい、そのためのヒントがある
のではないかと思い、ここに来ました。

参加者の声

公民館長
新井一浩



公民館交流事業

青葉の湯涌お楽しみ市

花咲く湯涌 まるごとフェスタ「春まつり」　
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向粟崎公民館との交流 令和元年 7月14日日
会場：王道線 ミロク塔 湯涌公民館

令和元年 5月19日日
会場：みどりの里周辺

花咲く湯涌・まちづくり
ネットワーク推進プロジェクト 夢二の歩いた道散策

ミステリートレッキング＆BBQ

令和元年 5月19日日
会場：湯涌温泉街通り
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2019年度  公民館運営審議会委員 平成30年度決算報告書／2019年度予算書
歳 出 の 部

項　　　　目 平成30年度決算額 2019年度予算額
人 件 費 6,873,234 7,248,000
管 理 費 1,868,141 2,183,000
少 年 直 接 事 業 費 164,074 171,000
少 年 団 体 助 成 費 170,000 170,000
青 年 団 体 助 成 費 30,000 30,000
婦 人 直 接 事 業 費 110,596 150,000
婦 人 団 体 助 成 費 50,000 50,000
成 人 直 接 事 業 費 436,263 450,000
成 人 団 体 助 成 費 100,000 170,000
子 ど も 和 太 鼓 教 室 414,614 438,000
高 齢 者 団 体 助 成 費 0 20,000
体育レクリエーション直接事業費 257,187 188,000
体育レクリエーション団体助成費 20,000 20,000
視 聴 覚 費 23,525 25,000
文 化 祭 費 240,165 280,000
広 報 活 動 費 329,400 355,000
成 人 式 費 184,665 270,000
敬 老 会 費 50,000 50,000
社 会 体 育 大 会 費 335,769 350,000
役 職 員 研 修 費 397,285 285,000
公民館統合60周年記念事業 0 1,300,000
事 業 費 計 3,313,543 4,772,000
予 備 費 0 33,000

歳 出 合 計 12,054,918 14,236,000

（単位：円）歳 入 の 部
項　　　　目 平成30年度決算額 2019年度予算額

人 件 費 委 託 料 5,170,000 5,272,000
管 理 費 委 託 料 1,357,000 1,424,000
事 業 費 委 託 料 2,034,000 2,001,000
委 託 事 業 費 250,000 250,000
市 補 助 0 100,000
町 会 助 成 金 1,900,000 2,016,000
団 体 負 担 金 400,000 640,000
寄 付 金 105,000 100,000
事 業 収 入 703,800 811,000
雑 収 入 220,386 230,000
繰 入 金 0 1,100,000
繰 越 金 207,640 292,000

歳 入 合 計 12,347,826 14,236,000

（単位：円）
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応援合戦 選手宣誓 応援合戦

湯涌公民館 湯涌小学校
芝原中学校 湯涌保育園

　今年は朝から暑い日差しがふりそそぐ快晴の中、合同では第18回のスポーツフェスティバルが開催されました。
　各団に分かれ、暑くても笑顔あふれ楽しそうに参加している子ども達が印象的でした。保育園さんのかわいい
遊戯。小学生、中学生、一般の方も力いっぱい走ったリレー。地域の方も参加した玉入れ。心を一つに大きな声で
お互いを讃え合った応援合戦。総合では赤団が優勝、応援の部では白団が勝利し、それぞれもてる力を十分に発揮
できたと思います。ここまで指導してくださった先生方ありがとうございました。スポーツフェスティバルを通して、
子ども達は協力・団結力というかけがえのない大切なことを学び得たのではないでしょうか。片付けにおいても地
域の方々、保護者が声を掛け合い協力して頂きありがとうございました。また、熱中症が心配されるほどの暑い日
でしたがかき氷等を準備していただき感謝しております。
　参加してくださった皆さんのたくさんのご協力、応援のおかげで良いスポーツフェスティバルになりました。
ありがとうございました。これからもたくさんの保護者、地域の方々、教職員の皆さんと子ども達の成長を見守っ
ていきたいと思います。

第18回

主催令和元年 5月26日日
会場：湯涌小・芝原中運動場

午前の部　9:00 〜
	1	〈小〉	開会式

開会宣言　（小学生）
開会の言葉（学校長・公民館長・児童代表）
注意事項　（小学生）
選手宣誓　（中学生団長・一般代表）
準備運動　（小学生）

	2	〈小〉	若い力
	3	〈小・中・保〉	ゴールへまっしぐら!
	4	〈保〉	「やってみよう」（遊戯）
	5	〈中〉	ちょっと借ります（借り物競争）
	6	〈保〉	「ぺんぎん親子リレー」（親子競技）
	7	〈小〉	湯涌っ子リレー（小学校リレー）
	8	〈保〉	「ジンギスカン」（親子フォークダンス）
	9	〈小〉	上陸！湯涌タイフーン
10	〈中〉	俺らが令和のヒーローだ！
　　　　　（選抜リレー）
11	〈公〉	水くみリレー
12	〈公〉	大玉・小玉リレー

13	〈公〉	宝探し
14	〈公〉	太鼓演奏	（湯涌ちびっこどこどん鼓真）

昼　　食 11:45 〜 12:35

応援練習 12:35 〜 12:55

午後の部　
15	〈中〉	応援合戦
16	〈公〉	湯涌念仏踊り
17	〈公〉	はらまきリレー
18	〈公〉	玉入れ
19	〈公〉	大綱引き
20	〈公〉	お楽しみ抽選会
21	〈中〉	閉会式

競技・応援合戦成績発表（生徒会・公民館）
表彰（学校長）
全体講評（公民館副館長）
閉会の言葉（生徒会長・育友会長）
閉会宣言（体育部長）

プログラム

合同スポーツフェスティバル

育友会長
西川浩一



氷 室 開 き
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令和元年 6月30日土
会場：玉泉湖 氷室小屋周辺

飛脚「氷室氷」運搬　湯涌〜金沢駅鼓門

韓国統営（トンヨン）国際音楽祭
　ツアーに参加し、子どもたちの成長に関わ
れたことをとても幸せに思います。
　多くの子どもたちにとって初めての外国、
初めてのホームステイ。最初は不安と緊張
でいっぱいでした。ホストファミリーと初対
面。石のように硬い子どもたちの表情は忘
れられません。しかし、不安と緊張は時間と
ともに露と消え、最後はホストファミリーとも
涙のお別れとなりました。
　演奏はOEKエンジェルコーラスとの共演。
分野の違う音楽に触れ、先生方にご指導い

ただき、新しい世界を知りました。演奏はうんとよくなりました。
　ホームステイ、各公演での経験は子どもたちの顔つきを変えました。
得たものは自信と表現力。ツアー参加メンバーにはこの経験を生かし、
太鼓、勉強、遊びにますます励んでほしいです。
　ツアーに際し、心配された日韓関係でしたが杞憂に終わりました。
トンヨン市民の皆様は私たちをとても温かく迎え入れてくれました。
政府間の関係と市民同士の関係は全く別物であり、ツアーを通して
子どもたちがそのことを証明してくれました。
　最後になりますが、地域の皆様には今回のツアーの主旨をご理解
いただき、ご支援賜りましたことを深くお礼申し上げます。また、
今回ツアーへの参加の機会を与えてくださった清水史津さんをはじめ、
県立音楽堂のスタッフの皆様方には大変お世話になりました。感謝
の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

韓国トンヨン国際音楽祭参加 平成31年 3月29日金〜 4月1日月

令和元年 7月20日土
会場：湯涌芝原小中学校体育館凱 旋 公 演

田中大輔



城東ブロックスポーツ交流会

百万石踊り流し

百万石まつり　子ども提灯太鼓行列　
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グラウンドゴルフ
ソフトボール

金沢市地域おこし協力隊　所感　～

記憶鮮明～
　2019年9月30日、地域おこし協力隊として３年間の任期
が満了となり活動を終えました。
　人生において度々訪れる3年という ”区切り” 。中学、高校、
会社員時代の担当職務…。思い出す瞬間や出来事はいくつも
あるけれど、時系列で覚えている3年間は正直あまりありま

せん。記憶を辿れば少しずつ思い出しますが…。
　湯涌での3年間は、順を追って鮮明に思い出すことができます。理由はいく
つか考えられますが、一つには、緑と水に育まれるこの地に身を置いて、時に
厳しさを見せる自然の豊かさを享受する暮らしが記憶を確かなものにしている、
そんな気がしています。
　3年間大変お世話になりました。これまでご支援ご協力頂きました皆様に
心よりお礼申し上げます。また次のステップを楽しみに、引き続き宜しくお
願いいたします。

校下婦人会

湯涌少年連盟

優勝：宮野 潔（北袋町） 　BB賞：髙木吉松（折谷町）
ホールインワン賞：宮野 潔（北袋町）・上田 勲（湯涌田子島町）

令和元年 5月31日金
会場：香林坊・片町周辺

令和元年 6月9日日
会場：内川スポーツ広場

令和元年 6月1日土
会場：香林坊・片町周辺

黒瀬博之



第33回　湯涌伝承虫送り
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湯涌温泉観光協会協賛

湯涌念仏踊り ふれ太鼓 虫送り由来

燃える松明

園児おみこし

園児おみこし

松明点火

飛び入り太鼓

伝承宣言

ちびっこどこどん鼓真

金沢百萬石太鼓

◆プログラム◆
18:00 温泉街にてふれ太鼓

18:30 しょっきり太鼓（模擬店OPEN！）
太鼓演奏　湯涌ちびっこどこどん鼓真

18:50 開会式

19:10 園児おみこし

19:15 湯涌念仏踊り

19:25 虫送り由来　松明行列・伝承宣言　

19:30 
　 〜

大松明点火　
太鼓演奏
　金沢百萬石太鼓　湯涌和太鼓愛好会
　飛び入り参加虫送り太鼓

20:20 利き酒・利きビール・利きジュース大会

20:55 豪華景品が当たる！わくわくBINGO大会

21:05 閉会式

利き酒・利きジュース大会

ビンゴ大会

飛び入り参加虫送り太鼓

模擬店

湯涌和太鼓愛好会

模擬店　　　観賞風景

令和元年 7月28日日
会場：改善センター



　　

川 遊 び 

花いっぱい運動 
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令和元年 8月25日日
会場：改善センター・浅野川

平成31年 4月25日土
会場：湯涌江戸村・東市ノ瀬町周辺

介護予防講座

本部

一時避難場所訓練

あ
と
が
き

　

バーベキュー大会

湯涌少年連盟

第43回
10月20日（日）8：45～

作品展示募集

文化祭のお知らせ

皆さんの力作をお待ちしております。
お問合せ 湯涌公民館 ☎235-1852

花植え

紙すき

令和元年 8月25日日
会場：校下全町会 本部 湯涌公民館湯涌校下防災訓練


